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(57)【要約】
【課題】　上レールに移動可能に吊設された移動パネル
を該上レールに沿って配列することで空間を仕切ること
が出来、そして、天井の照明器具、空調設備、スプリン
クラーなどが障害とならないで据付けることが出来る移
動間仕切り装置の提供。
【解決手段】　上レール１９，１９は上フレーム２の下
側に形成されると共に、該上フレーム２はその両先端が
垂直に起立する支柱３，３の上端に連結して枠体を構成
し、該上フレーム２と天井４の間には空間５を形成し、
そして、移動パネル１の上端には上レール１９，１９に
載って移動するランナー１４を取付け、下端両側には床
面に圧接するアジャスター１６，１６を備えている。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
上レールに移動可能に吊設された移動パネルを該上レールに沿って配列することで空間を
仕切ることが出来る移動間仕切り装置において、上レールは上フレームの下側に形成され
ると共に、該上フレームはその両先端が垂直に起立する支柱に連結して枠体を構成し、該
上フレームと天井の間には空間を形成し、そして、移動パネルの上端には上レールに載っ
て移動するランナーを取付け、下端には床面に圧接固定する圧接手段を備えたことを特徴
とする移動間仕切り装置。
【請求項２】
上記圧接手段として、移動パネルの下端にアジャスターを備え、回転することで上下動可
能とした請求項１記載の移動間仕切り装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複数枚の移動パネルを上レールに吊設すると共に、天井との間に空間を形成し
た移動間仕切り装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　大きな建物空間を仕切る手段としては一般に間仕切り装置が用いられている。該間仕切
り装置は複数枚のパネルをスタッドを介して配列し、その下端は床レールの所々に設けた
アジャスターによって適当な高さに支えられた巾木の上に載り、上端は天井に固定した天
井レールに嵌って取付けられている。勿論、パネル形態、スタッド形態、及び床レールや
巾木の形態は色々あるが、基本的な構造は上記のように成っている。
【０００３】
　一方、移動パネルを天井に吊設して構成した移動間仕切り装置も多用されており、該移
動間仕切り装置は移動パネルが天井レールに吊車を介して吊設されることで、移動するこ
とが出来る。その為に、移動パネルを所定の収納空間に収めることで、仕切りは解除され
て隣りの部屋を合わせた大きな空間を形成することが可能となる。従って、使用目的に応
じて空間を適切な大きさの部屋に仕切って使うことが出来るといったメリットがある。
【０００４】
　ところで、移動間仕切り装置は、軽量型であれば建物躯体の天井に吊車を走行させるた
めの天井レールをネジ止め固定している。又、重量型であれば天井レールと共に天井レー
ルを固定する為の大掛かりな天井下地工事が必要となる。そして、軽量型又は重量型の移
動間仕切り装置の何れの場合も、天井面に取付ける為の加工が必要であり、一旦設置する
と簡単に取外して他の場所へ移設することは出来ない。
【０００５】
　そして、天井には既に照明器具やスプリンクラー、空調設備などが設置されていること
が多く、後付け工事となる間仕切り工事においては該設備の存在を認識しながらレイアウ
トを行なわなくてはならない。その為に、該レイアウトに多少を問わず制約がかかり、設
計する上で該機材は大きな障害となる。又、移動間仕切り装置の下部には移動パネルを固
定する為の圧接装置が設けられており、この圧接装置から突出しているロッド棒を床に設
置しているロッド棒受けに挿入して固定している。従って、ロッド棒受けを床面に固定す
る為の加工が必要となり、天井と同様に一旦設置してしまうと簡単に移設することは出来
ない。すなわち、従来の移動間仕切り装置を移設するには天井並びに床面の補修が必要と
なる。
【０００６】
　特開２００４－１４３６６７号に係る「移動間仕切り装置」は、天井に設置されたハン
ガーレールに沿って間仕切りパネルを収納位置から間仕切り位置に移動し空間を間仕切り
するもので、間仕切りパネルを移動するときの操作性の向上を目的としている。
【０００７】
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又、特開２００５－３３６７３９号に係る「移動壁」は、移動壁の用途や機能および性能
等のバリエーションを増加させるように構成したものである。
該移動間仕切り装置に関しては、その他にも色々と知られているが、何れの場合も天井並
びに床面の工事が必要であり、簡単に取付けるたり取外したりすることは出来ない。
【特許文献１】特開２００４－１４３６６７号に係る「移動間仕切り装置」
【特許文献２】特開２００５－３３６７３９号に係る「移動壁」
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このように従来の移動間仕切り装置には上記のごとき問題がある。本発明が解決しよう
とする課題はこの問題点であり、天井並びに床面を加工したりキズ付けることなく、又天
井に取付けてある照明器具やスプリンクラー、空調設備を考慮しないで、任意の場所に簡
単に据付けることが出来る移動間仕切り装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る移動間仕切り装置は、上フレームに形成した上レールに複数枚の移動パネ
ルを吊設した構造としている。そして、該上フレームの両端は垂直に起立する支柱の上端
に連結して支持され、しかも天井から所定の間隔をおいて水平に配置されている。そこで
、上フレームと天井との間には空間が形成され、移動パネルによって仕切られてもこの部
分はオープン状態となる。
【００１０】
　ここで、移動パネルの具体的な形態及び構造は限定しないが、上端には吊車（ランナー
）が取付けられ、該吊車が上フレームに形成した上レールに載って走行することで該移動
パネルは移動することが出来る。そして移動パネルの下端には所定の位置で固定する為の
圧接手段を備えている。又、圧接手段の具体的な構造も限定しないが、一般的にはネジ機
構を用いてパネル下端と床面を連結するアジャスターが適している。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の移動間仕切り装置は、上フレームに形成した上レールに移動パネルを吊設して
移動可能とした構造であり、複数枚の移動パネルを上レールに沿って配列するならば空間
は仕切られる。ただし、上フレームと天井との間は開口した空間と成っており、天井に据
付けられている照明器具、スプリンクラー、空調設備は移動間仕切り装置の設置に際して
障害とならない。すなわち、これらの天井設備を考慮することなく自由に据付けることが
出来る。
【００１２】
　さらに、移動間仕切り装置である為に、移動パネルを収納部へ移動させることで大きな
オープン空間と成る。そして、上レールが形成される上フレームは従来のように天井に取
付けられるのではなく、その両先端が支柱にて支えられる為に、任意の場所に簡単に据付
けることが出来る。しかも、天井及び床面を加工しない為に取外して他の場所への移設も
自由である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る移動間仕切り装置の正面図。
【図２】図１のＡ－Ａ断面拡大図。
【図３】移動パネルの具体例。
【図４】移動パネルが上レールに吊設された状態の縦断面図。
【図５】移動パネルが配列した状態の横断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は本発明に係る移動間仕切り装置の概略図を示している正面図であり、同図の１は
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移動パネル、２は上フレーム、３は支柱をそれぞれ表している。複数枚の移動パネル１，
１・・・は上フレーム２に形成している上レールに吊設されて配列しており、大きな空間
はこれら移動パネル１，１・・・によって仕切られる。勿論、移動パネル１，１・・・は
上レールに沿って移動出来る為に、必要に応じて片側へ移動して収納することで、仕切り
を解除してオープン状態とすることも出来る。なお、移動パネル１は中桟を設けて複数に
区分することも出来、その形態は特に限定しない。
【００１５】
　上記上フレーム２は壁面７，７に面して垂直に起立している両支柱３，３の上端に連結
して門形枠体を構成している。すなわち、移動パネル１，１・・・が吊設されて移動する
上レールは上記上フレーム２に形成されていて、天井４を加工することはない。そして、
天井４と上フレーム２とは所定の距離があって、空間５を形成している。
【００１６】
　天井には一般に照明器具、スプリンクラー、空調の吹き出し口などを設けているが、本
発明では上フレーム２と天井４との間に空間５を有していることで、該天井４に取付けら
れている各種機材が障害になることなく移動間仕切り装置の据付けを自由に行うことが出
来る。そして、移動間仕切り装置の据付に際して天井４並びに床面６を加工しない為に、
取外して他の場所へ移動することも自由となる。すなわち、移設に際して天井４及び床面
６の補修を必要としない。
【００１７】
　図２は上記図１のＡ－Ａ断面拡大図を表している。支柱３は概略正方形断面をしたアル
ミ押出し材が用いられ、そして壁面７にはコ型断面の壁レール８がネジ止めされており、
この壁レール８の両側片９，９の間に上記支柱３の一部が嵌って、該側片９，９は支柱３
にネジ止めされている。従って、壁面７と支柱３との間に発生する隙間を壁レール８の側
片９，９にてカバーしている。
【００１８】
　図２に示す支柱３の側面には上下方向に連続している凹部１０，１０・・・が設けられ
、この凹部１０，１０，１０を被覆する為のカバー１１，１１，１１が取付けられている
。ただし、本発明ではこの支柱３の断面形状は特に限定しないことにする。
【００１９】
　図３は移動パネル１を示す具体例であり、上桟、下桟、及び両縦桟にて枠組みされた枠
体１２に板状体１３が嵌り、上端中央にはランナー１４が取着されている。そして、移動
パネル１の上端両サイドにはガイド１５，１５が取付けられ、又、下端両側にはアジャス
ター１６，１６を有している。該アジャスター１６，１６は移動パネル１を所定の位置で
固定する為の圧接手段の１つであり、該アジャスター１６，１６を回転するならば上下動
することが出来るように成っている。
【００２０】
　ところで、同図に示す移動パネル１は上端中央に取付けた１個のランナー１４（吊車）
によって上レールに吊設されて移動することが出来るが、同時に該ランナー１４を中心と
して回転することも可能である。従って、空間を仕切る際には上フレーム２及び上レール
に沿って移動パネル１，１・・・は配列し、片側へ寄せて収納する際には各移動パネル１
，１・・・は上フレーム２に対して垂直方向を向いて配列する。
【００２１】
　又、移動パネル１の両側端、すなわち縦桟１７，１７の先端には樹脂製又はゴム製のジ
ョイント材１８，１８が取付けられ、空間を仕切る為に配列した場合に、隣り合う移動パ
ネル１，１・・との間に生じる隙間を抑制すると共に、配列作業時の各移動パネル１，１
・・同士の衝撃を緩和することが出来る。そして、該ジョイント材１８，１８は移動パネ
ル１の表面側と裏面側にそれぞれ取付けられている。
【００２２】
　図４は上レール１９，１９に吊設された移動パネル１の縦断面を示し、図５は横断面を
それぞれ表している。上フレーム２の下部には対を成す上レール１９，１９が側壁２０，
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２０から中央側へ延び、両上レール１９，１９は所定の空間を残して対向して設けられて
いる。この両上レール１９，１９にランナー１４の下面外周部が当って支持されている。
又、側壁２０，２０を上レール１９，１９から下方へ延びてガイド片２１，２１が形成さ
れ、この両ガイド片２１，２１に
移動パネル１上端の両サイドに設けたガイド１５が嵌って拘束されている。
【００２３】
　そして、移動パネル１の下端に取付けたアジャスター１６は床面６に圧接して該移動パ
ネル１が動かないように固定することが出来る。すなわち、アジャスター１６を回転させ
るならば、該アジャスター１６は降下して床面６に圧接することが出来る。そして、下端
が圧接することで移動パネル１は上昇してガイド１５は上レール１９，１９に当接し、そ
の結果、移動パネル１の上端側も固定される。ただし、本発明では移動パネル１の下端を
固定する圧接手段はネジ機構を有す該アジャスター１６に限定はしない。
【００２４】
　そして、図５に示すように各移動パネル１，１・・・は上レール１９，１９に吊設され
ると共に、該上レール１９，１９に沿って配列されるが、各移動パネル１，１・・の側端
に取付けているジョイント材１８，１８は、その先端は隣り合う移動パネル１の側端に当
接又は近接状態となって隙間を塞いでいる。各移動パネル１，１の間にはジョイント材１
８，１８が両面側に対向して配置されることで、隙間を防止すると共に、遮光性が確保さ
れる。
【００２５】
　図５において、点線で示している移動パネル１，１は上フレーム２に対して垂直を成し
て配列している。すなわち、移動パネル１，１・・・が片側へ収納された状態であり、仕
切りは解除されて空間はオープン状態となる。ここで、垂直に配列した収納状態にした場
合でも、少なくとも先端側の移動パネル１のアジャスター１６，１６を圧接状態とするな
らば各移動パネル１，１・・・は揺れ動くことなく安定する。
【００２６】
　図３に示す移動パネル１は上端中央にランナー１４と、その両サイドにガイド１５，１
５を取付け、１個のランナー１４にて移動パネル１を吊設すると共に移動可能としている
が、上端両側にそれぞれランナー１４，１４を取付ける場合もある。２個のランナー１４
，１４を取付けることで、該移動パネル１は比較的安定するが、上レール１９，１９に対
して垂直方向を向いて収納する場合には、収納部に収納レールが設けられる。又、移動パ
ネル１下端のアジャスター１６，１６においても、両サイドに２個取付けて圧接固定して
いるが、下端中央にのみ取付ける場合も可能である。
【符号の説明】
【００２７】
　１　移動パネル
　２　上フレーム
　３　支柱
　４　天井
　５　空間
　６　床面
　７　壁面
　８　壁レール
　９　側片
　10　凹部
　11　カバー
　12　枠体
　13　板状体
  14　ランナー
  15　ガイド
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  16　アジャスター
  17　縦桟
  18　ジョイント材
  19　上レール
  20　側壁
  21　ガイド片
  

【図１】 【図２】
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